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ありがとう花火へのご協賛
ありがとうございました
　このありがとう花火は住民の皆
さんや商店・事業所などのご協賛
により打ち上げられたもので、合計
5,171,900 円もの寄付が寄せられま
した。ありがとうございました。
住民の皆さんによる寄付　　　　　

2,467,900 円  　
商店・事業所などによる篤志寄付　

2,704,000 円  　

清掃ボランティアあり
がとうございました
　いびがわの祭りの翌日（８
月８日）、日赤奉仕団、大垣法
人会女性部揖斐支部、加藤建設
（株）などの皆さんが揖斐川河川
敷を中心にゴミ拾いをしてくだ
さいました。
　ボランティアの皆さんありが
とうございました。

八
月
七
日
（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
が
揖
斐
川
河
畔
、
商
店
街
通
り
を
中
心
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
が
祭
り
へ
訪
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
あ
り
が
と
う
花
火
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
願
い
事
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
託
し
た
約
四
千
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
映
画
上
映
や
「
民
謡
流
し
お
ど
り
」
や
「
屋
台
村
」
な
ど
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
七
日
（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
が
揖
斐
川
河
畔
、
商
店
街
通
り
を
中
心
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
が
祭
り
へ
訪
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
あ
り
が
と
う
花
火
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
願
い
事
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
託
し
た
約
四
千
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
映
画
上
映
や
「
民
謡
流
し
お
ど
り
」
や
「
屋
台
村
」
な
ど
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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七
月
三
十
日
（
土
）、
久
瀬
振
興
事
務
所

駐
車
場
に
お
い
て
山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
風

船
と
ば
し
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
引
き
続
き

久
瀬
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
盆

踊
り
な
ど
で
、
山
び
こ
の
郷
に
入
所
し
て

い
る
方
々
や
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

最
後
に
西
津
汲
地
内
か
ら
花
火
の
打
ち
上

げ
が
行
わ
れ
、
山
間
に
響
く
花
火
の
音
と
と

も
に
、
夏
の
久
瀬
の
夜
空
を
美
し
く
彩
り
訪

れ
た
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

八
月
三
日
（
水
）、
揖
斐
川
尚
和
園
、
特

養
尚
和
園
、
西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム
に
お
い
て
夏

祭
り
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
輪
投
げ
、
水
風
船
釣
り
、
く
じ

引
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
参
加
さ
れ
た

方
々
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
大
和
太
鼓
の
演
奏
や
よ
さ
こ

い
踊
り
、
盆
踊
り
が
行
わ
れ
多
く
の
方
々
が

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

長昌寺（坂内川上） よさこい踊り（遊らんど坂内）

はたご岩（東横山）

みんなで踊りました

空高く風船が上がりました

大和太鼓の演奏 盆踊りなどで盛り上がりました

夜
叉
�
池
伝
説
道
中
�
�
�

山
�
�
�
郷�

夏
�
�
�

夏
祭
�
盆
踊
�
大
会

よさこい踊り（遊らんど坂内）

　

七
月
三
十
日
（
土
）、
久
瀬
振
興
事
務
所

駐
車
場
に
お
い
て
山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
風

船
と
ば
し
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
引
き
続
き

久
瀬
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
盆

踊
り
な
ど
で
、
山
び
こ
の
郷
に
入
所
し
て

い
る
方
々
や
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

最
後
に
西
津
汲
地
内
か
ら
花
火
の
打
ち
上

げ
が
行
わ
れ
、
山
間
に
響
く
花
火
の
音
と
と

も
に
、
夏
の
久
瀬
の
夜
空
を
美
し
く
彩
り
訪

れ
た
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

空高く風船が上がりました

　

七
月
二
十
三
日
（
土
）
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
叉
堂
（
神
戸
町
）
か
ら
八
丈
岩
、は
た
ご
岩
（
東
横
山
）、長
昌
寺
（
坂
内
川
上
）
を
巡
り
、

龍
神
の
舞
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
舞
台
を
移
し
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
ゲ
ー
ム
、
郷

土
芸
能
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
続
き
、
神
戸
の
郡
司
、
安
八
太
夫
の
雨
乞
い
の
願
い
を
叶
え
た
蛇
と
の
約
束
で
娘
の

夜
叉
姫
を
龍
神
に
嫁
が
せ
た
と
い
う
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
歌
劇
「
夜
叉
ヶ
池
」
で
演
じ
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
三
日
（
土
）
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
叉
堂
（
神
戸
町
）
か
ら
八
丈
岩
、は
た
ご
岩
（
東
横
山
）、長
昌
寺
（
坂
内
川
上
）
を
巡
り
、

龍
神
の
舞
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
舞
台
を
移
し
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
ゲ
ー
ム
、
郷

土
芸
能
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
続
き
、
神
戸
の
郡
司
、
安
八
太
夫
の
雨
乞
い
の
願
い
を
叶
え
た
蛇
と
の
約
束
で
娘
の

夜
叉
姫
を
龍
神
に
嫁
が
せ
た
と
い
う
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
歌
劇
「
夜
叉
ヶ
池
」
で
演
じ
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

八丈岩八丈岩

各地の夏祭り
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こ
の
た
び
、
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
と

揖
斐
川
町
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
、
七
月

二
十
八
日
（
木
）
に
揖
斐
川
ブ
ラ
ン
チ
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、「
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
Ｏ
Ａ
室
」、「
揖

斐
川
町
谷
汲
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
」、「
揖
斐
川
町
坂

内
図
書
館
」
で
パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
締
結
に
よ
っ
て
地

域
施
設
を
よ
り
活
用
し
、
地
域
情
報
化
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
や
各
種
事
業
を
共
催
し
、
協
働
す
る
こ
と
で

地
域
情
報
化
関
連
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

宗
宮
町
長
は
「
計
画
し
て
い
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
完
成
に
向
け
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
の
指
導
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
住
民
に
よ
り
一
層
Ｉ
Ｔ
の
普
及
・
活
用

を
進
め
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
十
四
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
猪
名
川
が
八
月
五

日
（
金
）
〜
七
日
（
日
）
に
兵
庫
県
猪
名
川
町
で
開

催
さ
れ
、
第
十
五
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
が
来
年
度
揖

斐
川
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
は
、
一
級
河
川
名
を
名
に
す
る

市
区
町
村
な
ど
が
集
い
、
川
と
流
域
の
関
わ
り
や
次

代
に
向
け
て
の
よ
り
良
い
川
と
の
共
生
の
方
向
を
探

る
と
と
も
に
川
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
全

国
に
向
け
て
川
の
理
解
を
深
め
、
啓
発
普
及
を
図
る

も
の
で
す
。
猪
名
川
町
で
は
、
流
域
小
学
校
に
よ
る

猪
名
川
の
研
究
発
表
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
、
参

加
自
治
体
事
例
発
表
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
後
、

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
旗
が
猪
名
川
町
長
か
ら
、
宗
宮
町

長
へ
渡
さ
れ
ま
し
た
。

小泉総理と記念撮影一方通行解消の上新町交差点でテープカット

第
十
五
回
全
国
川
�
�
�
��
平
成
十
八
年
度
�

当
町
�
開
催
決
定
�

������������
　

七
月
十
九
日
（
火
）
憲
政
記
念
館
講
堂
（
東
京
）

に
お
い
て
、
総
理
大
臣
よ
り
地
域
再
生
計
画
の
認

定
書
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
か
ら
は
「
揖
斐
川
の
緑
と
自
然
に
生

き
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
「
母
な
る
清
流　

揖

斐
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
」
の
二
つ
の
地
域
再
生

計
画
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
揖
斐
川
の
緑
と
自
然
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
は
林
道
、
町
道
を
一
体
的
に
整
備
し
、
農
林

業
の
振
興
や
、
山
間
地
と
平
坦
地
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
観
光
・
交
流
産
業
の
発
展
を

進
め
る
計
画
で
す
。

　
「
母
な
る
清
流　

揖
斐
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
」

は
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
、
揖
斐
川
上
流

の
町
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
河
川
環
境
を
守
る

計
画
で
す
。

　

七
月
二
十
九
日
（
金
）、
三
輪
（
上
新
町
）
地
内

で
国
道
四
一
七
号
一
方
通
行
解
消
完
成
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
宗
宮
町
長
を
は
じ
め
県
議
会
議
員
、

町
議
会
議
員
、
地
権
者
、
県
・
警
察
関
係
者
な
ど

約
六
十
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
宗
宮
町
長
は
「
こ
の
事
業
の
完
成
は
交

通
障
害
の
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
町
の
発
展
に
も

繋
が
り
ま
す
。
地
権
者
の
方
々
お
よ
び
県
関
係
者

な
ど
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
工
事
の

完
成
と
一
方
通
行
の
解
消
を
祝
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
締
結
�
�
�
�

猪名川町長より全国川サミット旗を受け取りました

地
域
再
生
計
画
�
認
定
書
�
授
与

一
方
通
行
�
解
消
�
祝
�
�
�
�

国
道
四
一
七
号
一
方
通
行
解
消
完
成
式
典

ソフトピアジャパン理事長と締結の握手
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八
月
七
日
（
日
）、
垂
井
町
の
朝
倉
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
「
消
防
感
謝
祭
」
第

五
十
四
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

揖
斐
郡
代
表
と
し
て
揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団（
揖

斐
分
団
）
が
出
場
し
、
準
優
勝
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

県
内
各
消
防
団
か
ら
三
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
操
法
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

応
援
に
駆
け
つ
け
た
地
元
の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
は
す
ば
ら
し
い
操

法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
《
出
場
選
手
》

　

隊　
　
　

長　
　

杉
山　

清　
　
　

　

旗　
　
　

手　
　

林　
　

浩

　

指　

揮　

者　
　

高
崎　

晃
弘

　

一　

番　

員　
　

牛
嶋　

龍

　

二　

番　

員　
　

小
森　

健
司

　

三　

番　

員　
　

小
川　

雅
人

　

四　

番　

員　
　

八
幡　

雅
夫

　

吸
管
補
助
員　
　

成
瀬　

勲

このページではみなさまからの情報をお待ちしています。
身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

七
月
二
十
六
日(

火)

、小
菊
生
産
量
県
内
一
を
誇
る
久
瀬
花
き
生
産
組
合
が
久
瀬
公
民
館
に

お
い
て
「
第
六
回
久
瀬
花
き
品
評
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
菊
の
部
三
十
八
点
、
し
き
み
の

部
二
十
三
点
の
出
品
が
あ
り
、
花
つ
き
・
花
質
・
葉
質
な
ど
の
審
査
を
し
ま
し
た
が
年
々
栽

培
技
術
が
向
上
し
、
ど
の
作
品
も
甲
乙
つ
け
が
た
く
審
査
員
の
方
々
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

知
事
特
別
賞　

　

小
菊
の
部　
　

長
屋　

薫

　

し
き
み
の
部　

高
橋
良
夫

町
長
賞(

金
賞)　

　

小
菊
の
部　
　

長
屋
た
つ
よ

　

し
き
み
の
部　

村
瀬
佐
一

岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
長
賞
（
銀
賞
）

　

小
菊
の
部　
　

安
藤
み
つ
の

揖
斐
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
（
銀
賞
）

　

し
き
み
の
部　

五
十
川
武
美

い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞
（
銅
賞
）

　

小
菊
の
部　
　

村
瀬
佐
一

久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞
（
銅
賞
）

　

し
き
み
の
部　

高
橋
静
好

　

七
月
二
十
八
日
（
木
）
に
春
日
振
興
事
務
所

五
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、緑
資
源
幹
線
林
道
関
ヶ

原
・
八
幡
線
「
春
日
・
久
瀬
区
間
」
整
備
促
進

協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
緑
資
源
幹
線
林
道
の
早
期
完
成

を
願
う
要
望
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
宗

宮
町
長
か
ら
西
濃
地
域
農
山
村
整
備
事
務
所
長

と
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
岐
阜
地
方
建
設

部
長
に
早
期
完
成
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
七
年
度
も
工
事
に
着
工
し
て

お
り
ま
す
。
早
期
完
成
を
図
る
た
め
、
用
地
の

確
保
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

美しい小菊が並びました総会の様子

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
準
優
勝

�
�
�
�
�
�
�

県
消
防
操
法
大
会

第
六
回
久
瀬
花
�
品
評
会
開
催

緑
資
源
幹
線
林
道
�
早
期
完
成
�

すばらしい操法を披露
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七
月
十
五
日
（
金
）
に
県
外
研
修
派
遣
認
定

書
交
付
式
が
、
十
九
日
（
火
）
に
海
外
研
修
派

遣
認
定
書
交
付
式
が
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

県
外
研
修
で
は
町
内
の
小
学
六
年
生
十
二
人

が
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
の
五
日
間
、
北

海
道
芽
室
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
農
場
体
験
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

芽
室
町
は
揖
斐
川
町
か
ら
多
く
の
方
が
移
住

さ
れ
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
、

小
麦
、
ビ
ー
ト
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。　

　

町
長
は
「
研
修
で
は
地
域
を
離
れ
、
外
か
ら

家
や
ま
ち
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
郷
土
・
揖

斐
川
町
の
良
さ
も
見
つ
け
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

　　

海
外
研
修
で
は
町
内
の
中
学
二
年
生
八
人
が

八
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア　

ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
行
い
交
流
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
地
元
の
学
校
と
の

交
流
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
農
場
体
験
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

海
外
研
修
に
参
加
す
る
生
徒
は
、「
海
外
で
の

交
流
で
文
化
の
違
い
を
学
び
、
日
本
の
文
化
も

伝
え
た
い
。」「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
自
分
の
力

を
試
し
て
み
た
い
。」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

出
場
さ
れ
る
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
全
国
大
会
】

高
橋
風
弥
﹇
谷
汲
小
学
校
﹈　

空
手
道

大
西
加
奈
子
﹇
久
瀬
小
学
校
﹈
空
手
道

竹
中
宏
旭
﹇
大
和
小
学
校
﹈　

卓
球

服
部
智
輝
﹇
北
和
中
学
校
﹈　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

【
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
】

髙
木
優
子
﹇
大
垣
工
業
高
校（
谷
汲
中
出
身
）﹈

陸
上

白
川　

諒
﹇
中
京
高
校（
揖
斐
川
中
出
身
）﹈　

体
操
競
技

河
村
英
乙
﹇
麗
澤
瑞
浪
高
校（
谷
汲
中
出
身
）﹈

硬
式
テ
ニ
ス

宇
佐
美
光
敏
﹇
清
翔
高
校（
揖
斐
川
中
出
身
）﹈　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

高
橋
昂
大﹇
県
立
岐
阜
商
業
高
校
（
久
瀬
中
出
身
）﹈

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
橋
亮
輔﹇
県
立
岐
阜
商
業
高
校
（
久
瀬
中
出
身
）﹈

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

寺
澤
慶
子
﹇
岐
南
工
業
高
校（
北
和
中
出
身
）﹈　

空
手
道

【
定
時
制
通
信
制
高
校
全
国
大
会
】

高
橋
和
成
﹇
岐
阜
向
陽
台
高
校
（
北
和
中
出
身
）﹈

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

富
田
葉
月
﹇
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
（
北
和

中
出
身
）﹈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
国
大
会
出
場
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町長の激励

北
海
道
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
学
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

県
外
研
修
派
遣
認
定
書
交
付
式

�
�
�

海
外
研
修
派
遣
認
定
書
交
付
式

選手の皆さん実力を発揮し頑張ってください

町長より認定書の交付（県外研修）海外研修に参加する生徒と保護者の皆さん

　

七
月
二
十
二
日
（
金
）、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
全
国
大
会
出
場
者
町
長
激

励
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
が
紹
介
さ
れ
、
宗
宮
町
長
か
ら
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
大
会
で
は
揖
斐
川
町
の
名
を
全
国
に
広
め
ら
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
選
手
を
代
表
し
て
寺
澤
さ
ん
が
「
試
合
で
は
、
一
戦
一
戦
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
頑
張
り
た

い
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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七
月
十
七
日
（
日
）
に
揖
斐
地
区
交
通
安
全

協
会
春
日
支
部
役
員
の
方
に
よ
る
奉
仕
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
、
道
路
沿
い
の
草
刈

り
だ
け
で
な
く
、
県
道
に
は
み
出
し
た
樹
木
の

枝
も
切
り
ま
し
た
。
見
通
し
が
良
く
な
り
、
大

型
車
の
通
行
に
支
障
が
な
く
な
る
と
と
も
に
道

路
の
景
観
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

が
快
適
に
走
れ
る
こ
と
と
無
事
故
へ
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
・
十
六
年
度
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
事
業
で
実
施
し
た
藤
橋
地
区
の
西
横

山
簡
易
水
道
水
量
拡
張
事
業
が
完
了
し
、
東
横

山
浄
水
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念

し
、
七
月
二
十
日
（
水
）、
東
横
山
浄
水
場
完
成

式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
水
は
、
東
横
山
地
区

に
一
日
最
大
一
四
〇
３ｍ
が
給
水
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

七
月
十
日
（
日
）、
坂
内
川
に
お
い
て
い
び
が

わ
世
界
ア
ユ
釣
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
多
く
の
選
手
が
集
ま
り
、
思
い
思

い
の
ポ
イ
ン
ト
で
ア
ユ
釣
り
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
位
二
十
位
の
選
手
と
昨
年
の
優

勝
者
に
よ
っ
て
決
勝
が
行
わ
れ
、
上
位
十
名
ま

で
い
び
が
わ
ア
ユ
釣
り
大
会
実
行
委
員
会
よ
り

揖
斐
川
町
の
特
産
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
こ
の
運
動
の
強
調
月
間（
七
月
）

の
期
間
中
、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で
は
谷
汲

小
学
校
、
長
瀬
小
学
校
の
五
・
六
年
生
お
よ
び

谷
汲
中
学
校
全
校
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
に
あ
た
っ
た
保
護
司
会
、
更
生
保
護
婦
人

会
、
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
こ
の
展
示
会
を

通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
運
動
の
理

解
と
協
力
を
求
め
た
い
と
、
毎
年
実
施
し
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

第
十
四
回
県
失
語
症
者
の
つ
ど
い
揖
斐
大
会

が
七
月
十
日
（
日
）
に
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
つ
ど
い
に
は
、
町
内
は
も
と
よ
り
高

山
市
や
岐
阜
市
か
ら
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
宗
宮
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

失
語
症
者
や
そ
の
家
族
な
ど
五
人
が
、
日
ご
ろ

の
闘
病
生
活
に
対
し
て
家
族
へ
の
感
謝
を
込
め

た
作
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
言
語
聴
覚
士
養

成
の
学
生
や
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
七
十
人

が
会
場
設
営
や
介
護
を
担
当
し
、
楽
し
い
演
出

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
音
楽
療
法
士
柏
惠
子
先
生
と

日
比
あ
け
み
先
生
に
よ
る
音
楽
療
法
で
は
、
会

場
内
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
楽
器
の
演
奏
や
〝
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
の
体
操
〞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

�
社
会
�
明
�
�
�
�
運
動
�
標
語
�
�
�
�
�
展
示
会

明るい社会をめざして

県
失
語
症
者
�
�
�
�
�
開
催
�
�
�
�
�

東
横
山
浄
水
場
�
完
成
�
�
�
�

坂内の美しい川でアユ釣り大会

無
事
故
�
願
�
�
込
�
��

�
�
�
�
�

揖
斐
地
区
交
通
安
全
協
会

�
�
�
�
�

春
日
支
部
役
員
奉
仕
活
動

�
�
�
�
世
界
�
�
釣
�
大
会

東横山浄水場の完成を祝いました 見通しが良くなっても
安全運転をお願いします
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生の体験を通し、子どもの心に感性を育む。

異年齢児の縦の関係を築く。

将来の町の力となる基 礎を育む。

思いやる心の芽生えを 育て、様々な出来事に
対処する力を育てる。

環境を整え、地域社会との連携を
図り、家庭養育の補完を行う。

 幼児期は生涯にわたる人間形成の基
連携を図りながら、園での生活を通して
面では家庭にかわる養育の補完を行う
 ３歳未満児は保育所の保育指針に基
は就学前一貫教育の充実をめざす。

礎を培う大切な時期であるので、家庭との
生きる力の基礎を育成する。また、保育の
場所として、子育て支援の充実を図っていく。
づいた保育を行い、３歳～５歳児について
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子
�
�
会
�
�
�
�
研
修
会

開
催
�
�
�
�
�

　

毎
年
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
開

催
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
今
年

も
、
７
月
16
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）
に

坂
内
の
ふ
れ
あ
い
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
揖
斐
郡
の
子
ど
も
会
と
共
催

で
開
催
さ
れ
、
総
勢
34
名
の
参
加
者
の
う

ち
揖
斐
川
町
か
ら
28
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

１
日
目
に
は
、
マ
ス
つ
か
み
や
野
外
炊

飯
で
の
カ
レ
ー
作
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

は
、揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
火

舞
い
」も
披
露
さ
れ
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て

の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
作
り
、
物
づ
く
り
研
修

（
竹
の
箸
と
椀
作
り
）、
作
っ
た
箸
と
椀
を

使
っ
て
の
流
し
そ
う
め
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、「
マ
ス
つ
か
み
、
竹
の
箸

や
お
椀
を
作
る
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き
て
良
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
夏
休
み
中
に
行
わ
れ
る
各
子
ど
も
会

行
事
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

少
年
�
主
張
岐
阜
県
大
会

�
�
�
�
主
張
�
�
�
�
開
催

　

８
月
４
日
（
木
）
郡
上
市
美
並
町
の
日

本
ま
ん
真
ん
中
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

27
回
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
〝
わ
た
し

の
主
張
２
０
０
５
〞
が
開
催
さ
れ
、
郡
の

代
表
と
し
て
谷
汲
中
学
校
の
磯
川
章
磨
さ

ん
が
出
場
し
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
14
名
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
で
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

谷
汲
公
民
館�
�
�
�

第
�
回
夏
休
�
�
�
�
体
操
大
会

　

８
月
６
日
（
土
）
午
前
７
時
よ
り
谷
汲

総
合
グ
ラ
ン
ド
で
「
第
１
回
夏
休
み
ラ
ジ

オ
体
操
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
夜
の
雷
雨
で
心
配
さ
れ
た
雨
も
残
ら

ず
、
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
谷
汲
全
地

区
か
ら
、
老
若
男
女
約
４
０
０
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

森
指
導
員
の
も
と
広
い
グ
ラ
ン
ド
で
元

気
よ
く
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
、
第
２
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
大
会
が
、
谷
汲
公
民

館
の
最
初
の
事
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
谷
汲
全
地
区
民
が
ふ
れ
あ
う
事
業
計

画
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

貴
重
�
体
験
�
�
�
�
�
�
�
交
流

�
春
日
町
�
�
�
教
室
�

　

７
月
17
日
（
日
）、
愛
知
県
春
日
町
で
カ

ヌ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、
交
流
事
業
と
し

て
春
日
小
学
校
か
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

  

力
を
合
わ
せ
て
ボ
ー
ト
を
こ
い
だ
り
、

普
段
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
し
た
児
童
は
最
後
ま
で
一

生
懸
命
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

藤
橋
公
民
館�

竹
�
�
�
細
工
教
室

　

７
月
31
日
（
日
）、
藤
橋
公
民
館
に
お
い

て
、
公
民
館
事
業
の
ひ
と
つ
「
竹
細
工
・

わ
ら
細
工
教
室
」
が
青
少
年
部
会
主
導
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
藤
橋

地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る
炭
俵
の
編
み
方
や

竹
細
工
を
も
と
に
一
輪
挿
し
や
コ
ッ
プ
な

ど
を
作
り
、
先
人
の
す
ぐ
れ
た
知
恵
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
を
か
え
り
み

る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
参
加
者

の
多
く
は
、
初
め
て
見
る
わ
ら
細
工
の
作

業
に
最
初
は
戸
惑
い
が
ち
で
し
た
が
、
次

第
に
な
れ
て
い
き
、
仕
上
げ
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
こ
ら
し
て

黙
々
と
作
業
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
参
加
者
の
小
学
生
の
一
人
は
自
分

の
作
っ
た
竹
の
コ
ッ
プ
を
指
さ
し
「
お
父

さ
ん
用
の
ビ
ー
ル
の
コ
ッ
プ
に
す
る
！
」

と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

in
西
濃
開
催

　

西
濃
青
年
の
つ
ど
い
協
議
会
で
は
、
西

濃
地
域
内
の
小
学
生
30
名
が
７
月
28
日

（
木
）
〜
31
日
（
日
）
に
夏
休
み
を
利
用
し

て
、西
濃
の
各
地
の
名
所
・
史
跡
を
探
索
し
、

西
濃
各
地
で
行
わ
れ
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
体
験
す
る
３
泊
４
日
の
冒
険
旅
行
を

行
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
青
年
の
つ
ど
い
協
議
会
で
は
、

揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
の
方
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
、
30
日
に
夕
日
谷
キ
ャ
ン
プ
場
で
流
し

そ
う
め
ん
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

を
行
い
、
31
日
に
は
、
粕
川
河
畔
で
清
掃

活
動
を
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
手
伝
い
を

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
た
解
団
式
で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
、
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
西
濃
の
各
地
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
と

の
出
会
い
、
家
族
へ
の
あ
り
が
た
味
が
わ

か
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

９月 18日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

マスGET   ( ^ o ^ )

キャンプファイヤーの様子

磯川さんの発表の様子

ラジオ体操大会の様子

カヌー教室の様子

竹・わら細工の様子

清掃の様子
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健
康
広
場
健
康
�
�
�
教
室

参
加
者
募
集
�

　

平
成
17
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
、「
幼

児
体
育
教
室
」・「
幼
児
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
の
募
集
を
し
ま
す
。

健
康
�
栄
養
相
談
�
体
力
測
定
�

�
案
内

　

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談

を
専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用　

無
料

■
内
容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、栄
養

士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
運
動
指

導
員
に
よ
る
体
力
測
定

揖
斐
川
町
�
�
�
�
少
年
団

美
化
奉
仕
活
動

　

７
月
18
日
（
月
）
の
「
海
の
日
」
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
・
指
導
者
約
３
８
０

名
が
美
化
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
今
回
の
美
化
活
動
は
、「
日

ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
感
謝

を
表
し
、
奉
仕
の
精
神
を
養
う
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
町
内
各
地
域
の
河
川
や
広
場
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会

　

７
月
30
日
（
土
）
関
市
総
合
体
育
館
に
て

岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
、
和
田
在
住
の
小
林
頌
平
さ
ん
が

「
１
年
生
男
子
個
人
の
部
」
で
、
第
３
位
と

い
う
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
揖
斐
川
中
学
校
で
週
５
日
の

部
活
動
の
他
に
、
谷
汲
・
春
日
地
区
で
の
練

習
に
も
参
加
し
、日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
林
さ
ん
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

と
ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

幼
少
年
水
泳
教
室

　

揖
斐
川
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
７
月
下
旬

〜
８
月
上
旬
に
か
け
て
、
幼
少
年
水
泳
教

室
が
開
催
さ
れ
、
６
教
室
計
１
６
０
人
の

幼
児
・
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
泳
教
室
は
、
水
泳
指
導
は
も
と
よ
り
、

水
に
対
す
る
安
全
教
室
も
目
的
と
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
た
い
・
も
っ
と
上
手
に
泳
ぎ
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
掲
げ
、
楽
し
み
な
が

ら
も
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
す
ば
ら
し
い
水
泳
選
手
が

誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

美化奉仕活動の様子

教室名 曜日・時間 対　象 参加費

幼児体育
毎週木曜日
10:00 ～ 11:00

平成 17年４月１日現在
２～３歳児（未就園児）

6,000 円

幼　児
ミニスポーツ

毎週木曜日
16:45 ～ 17:15

平成 17年４月１日現在
３歳（在園児）～５歳児

5,500 円

■申込期間　10月 ４日（火）～ 10月 ９日（日）　午前９時～午後５時
■申込場所　揖斐川健康広場
■開催日程　11・12・１・２・３月（全 15回）
■募集定員　幼児体育教室　20名（定員になり次第締切ります。）
　　　　　　幼児ミニスポーツ教室　30名（定員になり次第締切ります。）
■参加費　上記記載の参加費（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください。）
※詳しくは健康広場までお問い合わせください。℡２１－３１００

第３位の小林さん

水泳教室の様子

　

Ｖ
Ｙ
Ｓ
と
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・

ユ
ー
ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
有

志
青
年
社
会
奉
仕
家
）
の
略
で
、
中

学
生
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。

　

例
え
ば
、
夏
の
盆
踊
り
大
会
で
の

『
火
舞
い
』
や
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
な
ど
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
主
に
、
子
供
と
接

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
で
子
供

好
き
の
人
に
は
も
っ
て
こ
い
の
活
動

で
す
。

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
活
動
を
通
じ
て
友
達
を

増
や
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
☆

   

入
ろ
う
か
悩
ん
で
い
る
人
も
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
ま
ず
Ｖ
Ｙ
Ｓ
メ
ン

バ
ー
と
顔
合
わ
せ
し
て
、
そ
れ
か
ら

入
る
か
決
め
て
も
ら
っ
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
わ
せ
先　

揖
斐
川
町
中
央
公
民

館　
高
橋　
　

２
２-

１
１
２
０『火舞い』の様子 (^o^)v

VYS メンバー募集VYS メンバー募集VYS メンバー募集
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地
区
公
民
館
活
動

☆
大
和
公
民
館

《
あ
い
さ
つ
運
動
》

■
日
時　

９
月
５
日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

■
時
間　

７
時
20
分
〜

《
地
区
ミ
ニ
集
会
》

■
日
時　

９
月
10
・
25
・
26
・
27
日

■
時
間　

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所　

大
和
地
区
の
各
公
民
館

☆
揖
斐
公
民
館

《
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
》

■
日
時　

９
月
４
日
（
日
）

■
時
間　

９
時
〜

■
場
所　

揖
斐
川
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

※
９
月
よ
り
凧
作
り
・
お
手
玉
・
お
は
じ

き
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

☆
清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

■
日
時　

９
月
25
日
（
日
）

■
時
間　

８
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

清
水
小
学
校
運
動
場

☆　

永
公
民
館

《
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時　

９
月
18
日
（
日
）

■
時
間　

８
時
30
分
〜

■
場
所　

養
基
小
学
校
体
育
館　

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時　

９
月
３
・
10
・
17
・
日
（
土
）

■
時
間　

９
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
『
運
動
会
で
踊
ろ
う
。

マ
ツ
ケ
ン
に
変
身
！
』》

■
日
時　

９
月
20
日
（
火
）

■
時
間　

10
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級　

み
ん
な
で
チ
ョ
ボ
ラ

『
運
動
会
の
灰
皿
作
り
』》

■
日
時　

９
月
24
日
（
土
）

■
時
間　

15
時
〜

■
場
所　

小
島
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

《
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

■
日
時　

９
月
25
日
（
日
）

■
時
間　

８
時
20
分
〜

■
場
所　

小
島
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

☆
谷
汲
公
民
館

《
長
瀬
地
区
民
運
動
会
》

■
日
時　

９
月
17
日
（
土
）

■
時
間　

13
時
〜

■
場
所　

長
瀬
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
大
運
動
会
》

■
日
時　

９
月
23
日
（
金
）

■
時
間　

８
時
30
分
〜

■
場
所　

春
日
小
学
校

※
雨
天
順
延

☆
藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
地
区
運
動
会
》

■
日
時　

９
月
18
日
（
日
）

■
時
間　

９
時
30
分
〜

■
場
所　

藤
橋
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

☆
坂
内
公
民
館

《
坂
内
小
中
学
校
・
坂
内
区
民
大
運
動
会
》

■
日
時　

９
月
24
日
（
土
）

■
時
間　

８
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

坂
内
小
中
学
校
運
動
場

※
雨
天
順
延

 
学
校
�
�
�
�

〜
揖
斐
川
中
学
校
〜 　

　

仲
間
と
共
に
活
動
す
る
宿
泊
学
習

　

揖
斐
川
中
学
校
で
は
、
心
の
教
育
や
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
宿
泊
を
と
も
な
う

学
校
行
事
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
の
関
ヶ
原
研
修
で
は｢

見
つ
け

よ
う
仲
間
・
自
分
・
自
然
の
よ
さ｣

、｢

学

ぼ
う
仲
間
と
や
り
き
る
達
成
感｣

、
２
年

生
の
能
登
研
修
で
は
、｢

能
登
で
示
そ
う

３
つ
の
伝
統
〜
仲
間
と
の
絆
を
深
め
よ
う

〜｣

、
３
年
生
の
修
学
旅
行
で
は
、｢

自
ら

学
び
、
過
程
を
大

切
に
す
る
修
学
旅

行｣

を
各
学
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
取
り
組
み
ま

し
た
。

  

ど
の
学
年
も
、

生
徒
自
身
で
約
束

づ
く
り
を
行
い
、

自
治
の
姿
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

常
に
仲
間
を
意
識
し
、
仲
間
と
共
に
高
ま

っ
て
い
こ
う
と
す
る
自
立
の
姿
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
９
月
の｢

体
育
大
会｣

、
10
月
の

｢

い
び
が
わ
学
習
発
表
会｣

、
12
月
の｢

地

域
ぐ
る
み
道
徳
公
表
会｣

な
ど
、
揖
斐
川

中
生
徒
の
姿
を
地
域
の
方
々
に
見
て
い
た

だ
く
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
生
徒

へ
の
励
ま
し
の
言
葉
や
学
校
へ
の
ご
意
見

が
い
た
だ
け
る
と
大
変
あ
り
が
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
参

加
者
募
集

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
次
の
と
お
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
９
月
11
日
（
日
）
８
時
30
分
〜

■
場
所　
揖
斐
川
河
川
公
園

■
対
象　
高
校
生
以
上

■
参
加
費　
１
人
千
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
込　
９
月
６
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
、

健
康
広
場
、
各
振
興
事
務
所
ま
で

※
な
お
、
日
曜
日
に
岡
島
ヤ
ナ
下
流
芝
生

公
園
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
橋
本
孝
市
（
２
２―

３
８
０
４
）

燦サン・ギャラリー燦サン・ギャラリー
○トールペインティング展　吉野純子
　 ８月27日～９月８日
○しゃくなげ俳句会展　竹中秀子
　 ９月10日～９月22日
○霜柱・山野草写真展　山本隆三
　 ９月24日～10月６日

中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー

○洋画展　故 杉山忠雄
　 ８月20日～９月１日
○第１回一人一パネ展
　 ９月３日～９月15日
○文化刺繍展　所 正義
　 ９月17日～９月29日
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去
る
８
月
４
日
（
木
）、
揖
斐
高
等
学
校

に
お
い
て
、「
中
高
一
貫
教
育
の
活
動
内
容

を
確
認
し
、
今
後
の
方
向
性
を
探
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
中
高
一
貫
教
育
拡
大
推

進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。連
携
校（
揖

斐
高
等
学
校
、
揖
斐
川
中
学
校
、
北
和
中
学

校
）
の
全
職
員
、
揖
斐
郡
内
の
中
学
校
の
校

長
・
進
路
指
導
主
事
、
教
育
委
員
会
の
78
名

が
出
席
し
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
体
会
で
は
、
連
絡
協
議
会
会
長

の
挨
拶
の
後
、
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
分
科
会
に
分
か
れ
、
分
科
会
Ⅰ

（
部
会
別
分
科
会
）
で
は
、「
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
校
の
あ
る
べ
き
姿
」、「
中
高
一
貫
教

育
全
般
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
」、「
学
力
向

上
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」「
生
徒
会
・

部
活
動
の
交
流
に
つ
い
て
」「
体
験
学
習
の

実
施
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
」「
生
徒
指
導

の
共
通
理
解
」「
地
域
へ
の
よ
り
よ
い
広
報

と
は
」と
い
う
議
題
で
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

　　　　　　　　　

分
科
会
Ⅱ
（
教
科
別
分
科
会
）
で
は
、
国

語
、
社
会
・
地
歴
公
民
、
数
学
、
理
科
、
英
語
、

家
庭
、
技
術
・
商
業
、
養
護
教
育
の
８
つ
に

分
か
れ
た
中
高
合
同
教
科
会
が
行
わ
れ
、
中

高
を
見
据
え
た
授
業
展
開
の
研
究
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
担
当
者
、
記
録
者
か
ら
分

科
会
で
の
討
議
内
容
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
討
議
内
容
が
議
論
さ

れ
、問
題
点
や
改
善
点
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、

問
題
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
各
推
進
委
員
会

で
再
度
協
議
・
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

 
学
校
�
�
�
�

〜
清
水
小
学
校
〜 　

　
「
な
か
よ
し
遠
足
」

　

清
水
小
学
校
は
全
校
児
童
１
０
５
名
の
小

規
模
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
仲
が
良
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
学
校
で
す
。

『
今
日
は
、
本
校
の
伝
統
の
一
つ
で
あ
る

「
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
」
で
の
一
学
期
の
メ

イ
ン
活
動
の
な
か
よ
し
遠
足
で
す
。
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
校
区
探
訪
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
き
先
を
決
め
、
お

に
ぎ
り
１
個
と
お
茶
を
持
っ
て
縦
割
り
集

団
で
行
動
し
ま
し
た
。
目
的
地
に
行
く
途

中
リ
ー
ダ
ー

の
指
示
に
従

い
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
た

り
、
校
区
の

文
化
や
伝
統

を
説
明
し
て

も
ら
っ
た
り

し
て
自
分
た

ち
の
知
ら
な

い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
目
的
地
に
着
い
た
ら
、
み

ん
な
で
「
こ
ろ
が
し
ド
ッ
ジ
」
や
「
だ
る
ま

さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」
を
行
い
ま
し
た
。
６

年
生
の
先
輩
が
親
切
に
教
え
て
く
れ
る
の

で
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
、
お
に
ぎ
り
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

た
っ
た
１
個
の
お
に
ぎ
り
だ
っ
た
け
ど
と

っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。』

　
「
学
校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　

学
校
の
危
機
管
理
が
叫
ば
れ
る
中
、
本

校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
安
全

を
守
る
た
め
「
学
校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
」

７
名
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し

て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
朝
、

子
ど
も
た
ち
の

登
校
に
あ
わ
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
か
ら
学

校
ま
で
登
校
指

導
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　　

下
校
時
は
、

学
年
に
あ
わ
せ

て
何
回
も
巡
回
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
共

に
元
気
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」・「
さ

よ
う
な
ら
」
と
、

挨
拶
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

学
校
安
全
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方

も
、
子
ど
も
た

ち
の
名
前
を
覚

え
ら
れ
、「
今
日
は
、
○
○
が
休
ん
で
い
る
」

と
、
全
体
や
一
人
一
人
に
気
配
り
を
さ
れ

て
安
心
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
環
境
整
備
に
も
協
力
的

で
松
の
剪
定
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育
拡
大
推
進
委
員
会
�

報
告
�
�
�
�
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健康　　　コーナーにこ
 にこ健康　　　コーナーにこ
 にこ健康　　　コーナーにこ
 にこ

平成 17年度健康にこにこ運動

実施方法：ポスター「平成 17年度健康にこにこ運動」を利用し１日あたりの歩数を記録します。30万歩で達成です。
　　　　　・１日 5000 歩（約３ｋｍ）歩くと２カ月で達成
　　　　　・１日１万歩（約６ｋｍ）歩くと１カ月で達成

5000 歩（150Kcal）毎に○を１つ塗りつぶします。歩数計または運動量換算表を利用してください。掃
除洗濯など日常生活での歩数も含められます。歩くことが困難な場合は、裏面の転倒予防体操を行ってく
ださい。
体操１日につき○を１つ塗りつぶします。30日実施で達成です。
体操は、１日２～３回を目安に無理せず毎日続けましょう。
歩数も体操も、開始日より２ヵ月以内の達成を目標にしましょう。

参加方法 :①地区の保健推進員、保健センター（揖斐川・谷汲・春日）または振興事務所（久瀬・藤橋・坂内）に用意
してある「健康にこにこ運動参加届出書」に記入して、ポスターを受け取ります。
②２カ月以内に達成できたらポスターの記録表部分を保健推進員、保健セン
ター（揖斐川・谷汲・春日）または振興事務所（久瀬・藤橋・坂内）に提出し
て記念品を受け取ってください。

参加資格：揖斐川町在住の 30歳以上の人
参加申し込み期間　　　平成 17年  ９月 15 日～平成 17年 12 月 20 日
記念品交換期間　　　　平成 17年 10 月１日～平成 18年  ３月 10 日

曜日 配車時間 配車台数 配車先 後援団体
 ９月 14 日 水 10:00 ～ 14:00 １ 藤橋振興事務所前

10月 16 日 日 10:00 ～ 14:00 １ かすがモリモリ村駐車場

10月 28 日 金
10:00 ～ 12:00 １ 坂内振興事務所前

13:00 ～ 15:00 １ 久瀬振興事務所前

11月 21 日 月 10:00 ～ 15:00 １ 谷汲保健センター 美濃大野ライオンズクラブ

12月  ２日 金   9:30 ～ 16:30 ２ 揖斐川保健センター 揖斐川ライオンズクラブ

 ２月  ３日 金
  9:30 ～ 12:00

１
日東あられ揖斐工場 日東あられ

13:30 ～ 15:00 揖斐厚生病院 揖斐厚生病院

 ３月 22日 水   9:30 ～ 16:30 ２ 揖斐川保健センター 揖斐川ライオンズクラブ

 ３月 31日 金 10:00 ～ 15:00 １ 久瀬振興事務所前

　去る 8月 3日揖斐川保健センターにて揖斐川ライオンズのご協力により献血を行いました。岐阜県では輸血用血
液が不足している中、採血者 196 人と大変多くの方にご協力をいただくことができました。今後もご協力をよろし
くお願いします。
今後の日程

献血の基準
今回の献血 成分献血(血液センター、献血ルームのみで実施 ) 全血献血

前回の献血 血漿献血(多血小板血漿献血を含む) 血小板献血 200ml 献血 400ml 献血

200ml 献血 男女とも４週間後の同じ曜日から献血できます。

400ml 献血
男女とも８週間後の同じ曜日から

献血できます。

男性は12週間後、女性は16週間

後の同じ曜日から献血できます。

血漿献血
血小板献血

男女とも２週間後の同じ曜日から献血できます。

　（年間の献血回数・献血量）

年間献血回数
血小板献血１回を２回分に換算し

て血漿献血と合計で24回以内

男性６回以内

女性４回以内

男性３回以内

女性２回以内

年間総献血量 ―
200ml 献血と 400ml 献血を合わせ

て男性1200ml以内女性800ml以内

《以下の方は献血をご遠慮下さい》
１. エイズ（ＨＩＶ）検査が目的の方（エイズ検査の結
果はお知らせしていません）

２. この 1年間に不特定の異性との性的接触があった方
３. 男性の方でこの 1年間に、男性との性的接触があっ
た方

４. この 1年間に、麻薬・覚せい剤を使用した方
５. 輸血や臓器の移植を受けたことがある方
６. Ｂ型やＣ型肝炎ウイルスやエイズウイルスの保有者
（キャリア）と言われた方

７. 梅毒、Ｃ型肝炎、またはマラリアにかかったことが
ある方

８. 海外から帰国（入国）して 4週間以内の方
９. この 3日間に、出血を伴う歯科治療（歯石除去を含む）
を受けられた方

―生活の中に楽しく運動を取り入れましょう！！―

献血にご協力ありがとうございます
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食事づくりで親子のふれあい♪

　７月２３日から８月２日までの間に、町栄養士・食生活改善連
絡協議会員の指導のもと揖斐川地区、谷汲地区でおやこ料理教室
が開催されました。　
　なかなか親子で参加するのがむずかしく、一人で参加という子
たちも多かったのですが、食改員さんが親代わりになって楽しく
できました。　
　食改員さんのエプロンシアターに耳を傾け、バランスの摂れた
食事について勉強しました。親子で参加された方もよいふれあい
の場になりました。
　参加者からはこのような声が聞かれました。

感想 感想
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期
日　

９
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

大
型
絵
本

　
「
あ
り
と
す
い
か
」

絵
本

　
「
だ
じ
ゃ
れ
す
い
ぞ
く
か
ん
」

�
月
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
始
�
�
�
�

　

１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
、
日

本
で
は
、
全
国
で
約
７
０
０
の
自
治
体
に
広

が
っ
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運
動
が
揖
斐

川
町
で
も
９
月
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
と
は

　

肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
こ
と
ば
と

心
を
通
わ
す
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と

と
き
を
「
絵
本
」
を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応

援
す
る
運
動
で
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

の
３
、４
ヶ
月
児
健
診
に
訪
れ
る
新
生
児
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
え
な
が
ら

絵
本
を
手
渡
し
ま
す
。

　

図
書
館
だ
け
な
く
保
健
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
揖
斐
川
町
に
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

�

朗
読
�
�
�
�
�
�
夕
�

　

詩
や
お
話
の
朗
読
と
美
し
い
フ
ル
ー
ト
の

調
べ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

と　
き　
９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　
揖
斐
川
図
書
館　

ロ
ビ
ー

出　
演　
　

・
朗
読　

前
田
幸
子
さ
ん

　
　
　
　
（
元
岐
阜
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
　
　
　

朗
読
サ
ー
ク
ル
「
夢
の
会
」
会
員

・
フ
ル
ー
ト　

安
田
佐
和
子
さ
ん

朗
読
さ
れ
る
作
品

　

・「
山
古
志
村
の
マ
リ
と
三
匹
の
子
犬
」

　

・「
義
経
を
め
ぐ
る
女
た
ち
」
ほ
か

　

入
場
整
理
券
を
ご
希
望
の
方
は
揖
斐
川
図

書
館
、
谷
汲
図
書
館
、
坂
内
図
書
館
へ
お
尋

ね
下
さ
い
。

� 

� 

� 

� 

新 
着 
図 

書 

紹 

介 

一
般
図
書

「
わ
が
家
の
防
災
」玉木　

貴　

著
／
駒
草
出
版

　

著
者
自
身
、
１
９
９
０
年
静
岡
県
大
場
川

水
害
を
経
験
し
、
以
来
自
分
に
あ
っ
た
防
災

用
品
探
し
を
き
っ
か
け
に
一
般
市
民
の
目
線

で
家
庭
の
防
災
対
策
か
ら
公
的
施
策
ま
で
の

市
民
防
災
全
般
を
見
つ
め
た
家
庭
の
防
災
入

門
書

「『
大
地
震
』
こ
れ
な
ら
生
き
残
れ
る
」　

　
　
　
　
　

山
村
武
彦　

著
／
朝
日
新
聞
社

「
家
族
を
守
り
ぬ
く
東
海
地
震
講
座
」

　
　

土
屋
隆
一
・　

村
準
一　

著
／
清
文
社

「
大
地
震
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

田
代
ひ
ろ
し･

土
屋
た
か
ゆ
き　

著
／
星
雲
社

「
学
校
の
地
震
災
害
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　

大
泉
光
一　

著
／
教
育
開
発
研
究
所

� 

� 

� 

� 

新 

着 

図 

書 

紹 

介 

「
蒼
路
の
旅
人
」　上橋

菜
穂
子　

著　

／
偕
成
社

〈
守
り
人
〉
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
刊

　

罠
に
お
ち
、
ひ
と
り
囚
わ
れ
の
身
と
な
る

少
年
チ
ャ
グ
ム
。
愛
す
る
人
と
の
別
れ
、
そ

し
て
あ
ら
た
な
る
出
会
い
。

「
ギ
ラ
の
伝
説
・
失
わ
れ
た
宝
剣
と
精
霊
の

物
語
」　

た
か
ら
し
げ
る　

著
／
小
峰
書
店

「
大
人
の
た
め
の
児
童
文
学
講
座
」

ひ
こ
・
田
中　

著
／
徳
間
書
店

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
な
ぜ
お
客
様
の
心

を
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
の
か
」　

芳
中
晃　

著
／
中
経
出
版

� 

� 

� 

� 

新 

着 

図 

書 

紹 

介 

「
新
六
星
占
星
術
極
意
」

細
木
数
子　

著
／
主
婦
と
生
活
社

「
バ
カ
な
お
と
な
に
な
ら
な
い
脳
」

養
老　

猛　

著
／
理
論
社

「
美
人
の
日
本
語
」山

下
景
子　

著
／
幻
冬
社

「
ピ
ア
ノ
を
弾
く
大
統
領
」

チ
ョ
・
マ
ン
ベ　

脚
本
／
竹
書
房

大
人
気
の
児
童
書

　
「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」　
パ
ネ
ル
展

と　

き　

９
月
10
日
〜

　
　
　
　
　

９
月
22
日
ま
で

と
こ
ろ　

揖
斐
川
図
書
館

図書館へ行こう！

　

揖
斐
川
図
書
館
は
９
月
16
日
（
金
）
ま
で

（
土
日
祝
日
、
休
館
日
を
除
く
）
の
間
、
午

後
８
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。
残
り
わ
ず

か
で
す
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手渡されるブックパック
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現
在
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
揖
斐
川

町
の
祭
り
・
踊
り
調
査
事
業
」
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

往
古
よ
り
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
は
大

自
然
に
潜
む
神
秘
さ
を
崇
拝
し
、
森
や
水

を
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
崇
拝
の
心
と
日
常
生
活
が
結
び
つ
き
、

「
雨
乞
い
踊
り
」
や
「
山
の
講
」
と
し
て
、

町
内
の
各
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
祭
り
」
や
「
踊
り
」
を
調

査
し
情
報
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
歴
史
と
文
化
の
町
の
特
性
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
柱
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
推
進
の
た
め
、
次
の
よ
う
に

情
報
を
調
査
・
収
集
し
ま
す
。

調
査
対
象　
地
域
に
伝
わ
る
祭
り
や
踊
り

ま
た
、
近
年
行
わ
れ
は
じ
め

た
新
し
い
祭
り

調
査
者

揖
斐
川
地
区　

林
一
成
調
査
委
員
、

　
　
　
　
　
　

該
当
地
区
学
校
教
職
員

春
日
・
久
瀬
地
区　

杉
山
秀
峰
調
査
委
員
、

　
　
　
　
　
　

該
当
地
区
学
校
教
職
員

谷
汲
・
藤
橋
・
坂
内
地
区

　
　
　
　
　
　

竹
中
昭
文
調
査
委
員

（
主
務
者
）

　
　
　
　
　
　

該
当
地
区
学
校
教
職
員

そ
の
他
の
地
区　

寺
田
昭
士
調
査
委
員

情
報
活
用　
収
集
し
た
情
報
は
郷
土
読
本

と
し
て
ま
と
め
、
生
涯
学
習

や
学
校
教
育
、
ま
た
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

※ 

調
査
委
員
が
各
地
区
を
訪
れ
て
ま
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
６―

３
２
０
０

※
こ
の
事
業
は
岐
阜
県
か
ら
の
補
助
金
を

受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

森
�
木
工
�
写
真
展

春
日　

森
の
文
化
博
物
館

　　

森
の
文
化
博
物
館
で
は
、
自
然
を
題
材

に
し
た
木
工
・
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

木
工
の
部
に
は
、
町
の
木
で
あ
る
ケ
ヤ

キ
に
彫
ら
れ
た
魚
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
（
娑
羅
）

や
エ
ン
ジ
ュ
に
彫
ら
れ
た
ニ
ワ
ト
リ
や
フ

ク
ロ
ウ
な
ど
「
丸
山
・
菊
地
工
房
」
の
方
々

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

と
く
に
、
木
材
が
水
分
を
吸
い
上
げ
る

効
果
を
活
か
し
制
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
春

日
の
人
で
な
く
て
は
作
れ
な
い
作
品
で
す
。

　

写
真
の
部
は
、
四
季
折
々
の
春
日
の
自

然
や
春
日
の
人
々
の
暮
ら
し
を
春
日
内
外

の
方
々
が
撮
影
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

・
展
示
期
間
は
９
月
末
日
ま
で
。
ご
鑑
賞

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】　

揖
斐
川
町
春
日
美
束

森
の
文
化
博
物
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
８―

３
１
１
１　

　

◆ 

水
曜
休
館

博物館･歴史資料館だより博物館･歴史資料館だより

�

� 

月 

� 

展 

示 

案 
内

川上ほおろ踊り

森の木工展

郷
土･

揖
斐
川
町
�
伝
�
�

�
祭
�
�
�
�
踊
�
�
�
情

報
�
�
寄
�
�
�
�
�
�

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

10
月
30
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
館
企
画
展
示
室

　

江
戸
期
の
揖
斐
川
は
、
旗
本
岡
田
氏
が
治

水
を
は
じ
め
、
舟
運
・
魚
漁
な
ど
の
管
理
と

保
護
に
努
め
ま
し
た
。
と
く
に
、
簗
は
〝
運

上
簗
〞
と
し
て
厳
し
く
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
、
揖
斐
川
の
簗
を
訪
れ
る
歌
人

や
画
家
も
多
く
い
ま
し
た
。
明
治
三
十
八
年

初
秋
に
長
塚
節
が
揖
斐
川
の
鮎
簗
に
立
ち
寄

り
、
詠
ん
だ
二
首
の
歌
が
あ
り
ま
す
。

　（
城
台
山
公
園
文
学
の
里
に
歌
碑
あ
り
）

　
　

　

歌
人
で
も
あ
り
、
小
説
家
で
も
あ
る
長
塚

節
は
竹
林
栽
培
研
究
の
た
め
に
、
西
美
濃
を

訪
れ
て
お
り
、
養
老
公
園
に
も
歌
碑
が
あ
り

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
上
南
方
９
０
１
の
５

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２―

５
３
７
３　

　

◆
月
曜
日
休
館
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揖
斐
川
尚
和
園
へ

細
川
さ
ん
（
大
野
町
）

小
寺
敏
康
さ
ん
（
揖
斐
川
町
）

宮
田
龍
平
さ
ん
（
揖
斐
川
町
）

�
�
�
�
�
善
意

�
�
�
�
�
善
意

野　

菜

野　

菜

野　

菜

養
基
小
学
校
養
基
保
育
所
組
合
に
寄
付

　

７
月
８
日
（
金
）、　

永
の
田
中
節
子
さ
ん

よ
り
養
基
小
学
校
に
10
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
養
基
小
児
童
の
教
材
な
ど

の
購
入
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
瀬
岩
雄
さ
ん
が
絵
画
展
の

収
益
金
を
寄
付　
　

　

洋
画
家
の
成
瀬
岩
雄
さ
ん
（
下
新
町
）
よ

り
、
６
月
26
日
〜
７
月
７
日
に
揖
斐
川
町
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
た
「
成
瀬
岩
雄　

卆
寿

展
」
の
収
益
金
の
寄
付
が
あ
り
、
７
月
21
日

（
木
）、
成
瀬
さ

ん
か
ら
宗
宮
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

成
瀬
さ
ん
は
、

揖
斐
川
の
さ
ま
ざ

ま
な
風
景
を
油
絵

で
描
い
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
作
品
を
絵
画
展

で
展
示
さ
れ
、希
望
者
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
の
向
上
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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募集種目 募集予定人員 資　格 受付期間 試験期日 待遇・その他

防衛大学校
（将来の指揮官
などを養成）

推
薦

人文・社会科学専攻
　約 20名（うち女性約５名）
理工学専攻
　約 80名（うち女子約５名）

高卒（見込含む）
21歳未満の者
(高等学校長などの
推薦が必要です )

9 月 5日

～

9 月 7日
9月 24・25 日

修学年限４年
卒業後１年で
３等陸・海・空尉

一
般

人文・社会科学専攻
　約 65名（うち女性約５名）
理工学専攻
　約295名（うち女子約20名）

高卒（見込含む）
21歳未満の者 9月 9日

～

9 月 30 日

１次試験
　11月 12・13 日
２次試験
　12月 13 ～ 16 日

防衛医科大学校
（将来の医師を養成）

約 75名
１次：11月 5 ･ 6 日
２次：12月7～9日

修学年限６年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

看護学生
（将来の看護師を養成）

陸　約 70名
高卒（見込含む）
24歳未満の者

１次：10月 16 日
２次：11月18･19日

修業年限３年
看護師免許取得後
２等陸曹

そ　の　他
◇17年10月採用予定の２等陸･海･空士は、９月２日まで受け付けております。（試験日：９月３日　岐阜基地）
◇ 18年３・４月採用の航空学生、一般曹候補学生、曹候補士は、９月８日まで受け付けております。

※ 詳しいお問い合せは、大垣市林町５－１８　光和ビル２Ｆ「自衛隊岐阜地方連絡部　大垣事務所」まで
　　℡０５８４－７３－１１５０　ＵＲＬ　http://www.gifu.plo.jda.go.jp

自衛官等募集案内

平 成 17 年 秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動
実施期間　　９月 21日（水）～９月 30日（金）　　
スローガン　地域ぐるみで守ろう　お年寄りとこども

平成１７年国勢調査〔１０月１日〕
―数字から　明日の日本を　夢デザインー

　10月１日（土）に、全国いっせいに国勢調査を行います。
　今回の国勢調査は、少子高齢化が進む中で我が国の人口・世帯の最新の実態を明らかにし、国や都道
府県・市区町村の行政の基礎資料として、少子高齢化社会への取組や皆さんのまちづくりなどに生かさ
れます。

■ 国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象となります。（10月１日現在、その人が３ヶ月以上
住んでいるか、住むことになっている場所で、世帯ごとに調査を行います。）

■ ９月下旬から 10月上旬にかけて、国勢調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布と回収に伺います。
■ 国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、調査内容の秘密は保護されます。

　　皆さんのご理解と、ご協力をお願いします。
揖斐川町役場　企画部総合政策課　0585-22-2111（内線 141）
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福祉医療費受給者証の更新について

　重度心身障害者、母子家庭などの福祉医療費受給者証は、平成17年9月30日が有効期限となっております。
　また、10 月 1日から乳幼児の医療費助成が小学校卒業前のお子さんまでに拡大されます。
　今までは、小学校入学前のお子さんが対象で該当者が 1,199 人（平成 17年 4月 1日現在）でしたが、今
回の拡大により該当者が 1,157 人増え、3,548 人になります。
　福祉医療費受給者証を県内の医療機関の窓口で提示することにより、自己負担分が無料になります。（県
外で医療機関にかかられた場合は住民課までお尋ねください。）
　対象者には、更新のご案内と申請書などを郵送させていただきますので、ご記入のうえ、更新手続きにお
越しください。
＜必要なもの＞
・印鑑　・保険証　・身体障害者手帳、療育手帳 (お持ちの方）
・申請書、委任状（役場から郵送します）
＜　日　程　＞　　※国民健康保険被保険者証、福祉医療費受給者証共通です

日　程 時　間 地　区 受付場所

揖斐川町
役場管内

９／ 20（火）
午前  9:00 ～午前 11:30 北方 農業婦人の家
午後  1:30 ～午後  4:30 大和 大和公民館

９／ 21（水）
午前  9:00 ～午前 11:30 脛永 脛永公民館
午後  1:30 ～午後  4:30 清水 清水公民館

９／ 22（木） 午前  9:00 ～午後  4:30 小島 小島公民館
９／ 26（月） 午前  9:00 ～午後  5:00 揖斐 揖斐川町役場

谷汲
振興事務所
管内

９／ 20（火） 午前  9:00 ～午後  5:00
深坂・大洞・名礼・
徳積・長瀬

谷汲振興事務所

９／ 21（水）
午前  9:00 ～午前 11:30 高科・岐礼 ふれあいの家
午後  1:30 ～午後  4:30 横蔵 高齢者ふれあいセンター

春日
振興事務所
管内

９／ 20（火）

午前  8:50 ～午前  9:05 滝 滝集会所
午前  9:10 ～午前  9:30 樫 樫多目的集会所
午前  9:40 ～午前 10:00 上ヶ流 上ヶ流多目的集会所
午前 10:10 ～午前 11:00 下ヶ流 下ヶ流ふれあい館
午前 11:10 ～午前 11:40 香六 香六青少年会館
午前 11:50 ～午後 00:40 小宮神 春日公民館
午後  1:10 ～午後  2:00 川合 川合多目的集会所
午後  2:10 ～午後  2:25 中山 中山多目的集会所
午後  2:35 ～午後  2:50 古屋 古屋多目的集会所
午後  3:10 ～午後  3:50 寺本 高齢者コミュニティセンター
午後  4:00 ～午後  4:20 足立・中瀬・市瀬 長光寺
午後  4:25 ～午後  4:40 安土 発心寺
午後  4:45 ～午後  5:00 尾西 尾西消防車庫

９／ 21（水） 午前  8:30 ～午後  5:00 全地域 春日振興事務所

久瀬
振興事務所
管内

９／ 20（火）

午前  9:00 ～午前 10:30 日坂 日坂公民館
午前 11:00 ～午前 11:30 樫原 樫原集会場
午後  1:00 ～午後  2:00 外津汲 外津汲集会場
午後  2:30 ～午後  4:30 公正 公正公民館

９／ 21（水）
午前  9:00 ～午前 11:30 小津 小津公民館
午後  1:00 ～午後  4:30 東津汲・西津汲 久瀬振興事務所

藤橋・坂内
振興事務所
管内

９／ 20（火）

～

21（水）
午前  9:00 ～午後  5:00 全地域 藤橋・坂内振興事務所

※ ご案内の日程に都合がつかない方は９月 27日（火）以降、揖斐川町役場住民課または、各振興事務所住
民福祉課にて受付します。お早めに手続きしてください。

揖斐川町役場住民課　　電話　２２－２１１１（内線 160 ～ 163）　　　　
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【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
施
設
一

部
修
繕
の
た
め
、
行
事
や
場
所
の
変
更
が
余

儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
工
事
日

程
が
わ
か
り
次
第
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
掲
示

板
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
は
、
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
中
央
公
民
館
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
駐
車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象

　

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児（
祖
父
母
可
）

　

園
庭
の
み
小
学
生
に
も
開
放

　
（
職
員
に
声
を
か
け
、約
束
を
守
っ
て
遊
ぶ
。）

開
館
時
間　
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　
　

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７―

２
３
１
９

　

９
月
は
暑
さ
が
和
ら
ぎ
、
過
ご
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
に
訪
れ
る

親
子
は
、
か
わ
い
い
２
羽
の
ウ
サ
ギ
を
見
る

の
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。「
大

き
く
な
っ
た
ね
」「
か
わ
い
い
ね
」
な
ど
と
、

え
さ
を
与
え
た
り
、
抱
っ
こ
し
た
り
し
て
親

子
で
触
れ
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
揖
斐
川
町
の
お
話
の
会
「
パ
ク

パ
ク
」
に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
誘
い
合
わ

せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
月
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）　　
　
　

　
　

時
間　

９
時
30
分
〜
12
時
00
分

　

毎
週
木
曜
日
（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）　

　
　

時
間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
「
岐
阜
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
Ｊ
Ｒ
岐

阜
駅
の
西
「
オ
ー
キ
ッ
ド
パ
ー
ク
西
棟
３
階
」

に
あ
り
、
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
金
受
給
に
関
す
る
各
種
手
続
き
な
ど
社

会
保
険
事
務
所
と
同
様
の
相
談
を
行
っ
て
お

り
、
駐
車
場
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場　
所   

岐
阜
市
香
蘭
２―

23

　
　
　
　

オ
ー
キ
ッ
ド
パ
ー
ク
西
棟
３
階

相
談
日　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
は
休
み
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

平
成
17
年
度
中
は
月
曜
日･

土
曜
日
の
年
金

相
談
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

（
毎
週
月
曜
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
※
た
だ
し
10
月
31
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
９
月
の
第
３
土
曜
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
日
時　
10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

■
場
所　
揖
斐
川
町
谷
汲
深
坂
１
２
５
９

　
　
　
　

ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜

■
内
容　

・
ハ
ー
ト
ピ
ア
の
活
動
展
示
・
施
設
見
学

・
各
種
バ
ザ
ー

・
屋
台
（
軽
食
・
飲
み
物
・
ゲ
ー
ム
な
ど
）

・
さ
を
り
織
り
体
験

・
農
家
の
と
れ
た
て
野
菜
直
販

・
お
楽
し
み
抽
選
会
（
景
品
多
数
）

【
お
問
合
せ
先
】　

ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
６―

１
０
２
０　

担
当　

馬
場

Information Room

�
月
子
育
�
支
援
�
�
�
�
�
知
�
�

　１日（木）
　６日（火）
　７日（水）

　８日（木）
１３日（火）
１５日（木）
２０日（火）
２２日（木）
２７日（火）
２９日（木）
３０日（金）

さくらんぼの日（０歳児交流＆育児相談）
ふれあい広場（おもちゃ作り）
なかよし教室（アリーナで遊ぼう！）
※健康広場に集合してください。
いちごの日（１歳児交流＆育児相談）
ふれあい広場（誕生会）
りんごの日（２･３歳児交流＆育児相談）
ふれあい広場（お話ルーム）
育児相談
ふれあい広場（お外で遊ぼう！）
育児相談
健康相談

９月のセンタールーム活動　10時～ 11時 30 分

　１日（木）

　５日（月）

　８日（木）

１２日（月）

１５日（木）

１９日（月）

２２日（木）

２６日（月）

２９日（木）

戸外遊び

園庭開放日

リズム遊び

園庭開放日

おもちゃ作り

祝日　敬老の日

絵本の読み聞かせ

園庭開放日

料理教室（保健センター）

岐
阜
年
金
相
談
�
�
�
�
�
�
利
用

�
�
�
�

かすが保育園子育て支援センター９月の活動

�
�
�
�
�
谷
汲
�
杜�

収
穫
祭

国民健康保険被保険者証の更新について

　平素は、国民健康保険制度運営にご理解ご協力をいただきありがとうございます。
　さて、現在お手元の国民健康保険被保険者証は、平成 17年 9月 30日が有効期限となっております。
　つきましては、福祉医療費受給者証の更新と一緒（20ページに記載）の日程で被保険者証の更新の受付
を行いますので、保険証をお持ちのうえ、各地区にて手続きをお願いします。なお、別途案内を送付して
いる世帯の方は、9月 27 日（火）以降、揖斐川町役場住民課または、各振興事務所住民福祉課にて手続き
をしてください。
＜必要なもの＞
　・国民健康保険被保険者証
　・国民健康保険退職被保険者証（該当する方）
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石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発
し
て
お

り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

石
綿
を
取
扱
う
一
定
の
作
業
な
ど
に
従
事

し
て
い
た
方
は
、
石
綿
に
ば
く
露
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医

療
機
関
に
ご
相
談
の
う
え
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
な
ど
に
よ
る
健
康
診
断
を
受
診
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診
の
際
、
医

師
に
自
分
が
過
去
に
石
綿
に
係
る
作
業
を
行

っ
て
い
た
旨
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）
併
せ
て
、

発
が
ん
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
、喫
煙
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
管
理
手
帳
制
度
や
労
災
補
償
制
度
が

あ
り
ま
す

　

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
で
一
定
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
労
働
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
健

康
管
理
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
無
料
で
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
を

発
症
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
石
綿
に
ば
く

露
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

岐
阜
労
働
局　

安
全
衛
生
課

０
５
８―

２
４
５―

８
１
０
３

（
石
綿
ば
く
露
防
止
対
策
、
法
規
制
、
健

康
管
理
手
帳
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）

　

労
災
補
償
課０

５
８―

２
４
５―

８
１
０
５

（
労
災
補
償
制
度
に
関
す
る
こ
と
）

　

台
風
が
接
近
し
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
時

に
、
洪
水
に
備
え
ダ
ム
に
で
き
る
だ
け
多
く

水
を
貯
め
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
ダ
ム
の

水
位
を
下
げ
る
操
作
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を

予
備
放
流
と
言
い
ま
す
。

　

予
備
放
流
を
行
う
時
は
、
台
風
の
規
模
、

進
路
、
速
度
お
よ
び
降
雨
の
予
測
を
も
と

に
洪
水
の
予
測
を
し
て
放
流
時
刻
を
決
め

ま
す
が
、
台
風
が
来
る
前
に
行
う
こ
と
か
ら

晴
天
時
で
あ
っ
て
も
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
が

増
え
、
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
の
放
流
を
行
う
時
は
サ

イ
レ
ン
な
ど
に
よ
り
注
意
を
う
な
が
し
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
河
川
か
ら
待
避
す
る
よ
う

に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

横
山
ダ
ム
工
事
事
務
所　

柴
田
、
三
村

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―
５
２―

２
２
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８
５―
５
２―

２
２
２
８

　

揖
斐
川
町
は
、
重
点
基
盤
整
備
施
策
の
一

つ
と
し
て
、「
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
放

送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」
で
す
。

行
政
情
報
告
知
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
高
度
情
報
化
社
会

の
実
現
に
向
け
た
情
報
基
盤
を
、
光
ケ
ー
ブ

ル
技
術
を
使
っ
た
方
法
で
整
備
す
る
計
画
で

す
。
こ
の
方
法
で
は
、
放
送
、
情
報
を
伝
達

す
る
伝
送
路
と
し
て
、
光
ケ
ー
ブ
ル
や
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
、
セ
ン
タ
ー
と
各
家

庭
、
事
業
所
、
公
共
施
設
な
ど
を
結
び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
伝
送
路
は
、
電
柱
な
ど
に
架
け
ら

れ
て
町
内
を
網
羅
し
ま
す
が
、
事
業
の
設
計

や
施
工
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
電
柱

な
ど
の
分
布
や
家
庭
へ
の
引
き
込
み
状
況
を

十
分
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

準
備
調
査
が
12
月
ま
で
の
予
定
で
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
揖
斐
川
町
が
委
託
を
し
た
調
査
員

が
、
町
内
の
ご
家
庭
、
事
業
所
な
ど
の
近
く

を
調
査
に
伺
い
ま
す
。（
宅
内
、
敷
地
内
に

お
邪
魔
し
た
り
、
立
会
い
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。）
調
査
員
は
、
揖
斐
川
町
発

行
の
写
真
入
調
査
員
証
（
名
札
）
を
常
時
身

に
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
際
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
情
報
政
策
課
２
２―

２
１
１
１

　

名
古
屋
局
・
岐
阜
局
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

�
�
�
放
送
受
信
障
害
�
対
策
終
了

�
�
知
�
�

�
放
送
通
信
�
�
�
�
�
�
整
備
事

業
�
�
準
備
調
査
�
�
協
力
�

Information Room

送
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
受
信

障
害
の
対
策
は
、今
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
、

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
波
に
よ
る
障
害
の
対
策

費
用
は
国
が
負
担
し
、
事
前
に
ご
都
合
の
よ

い
時
間
帯
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
腕
章
お

よ
び
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
対
策
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

（
社
）電
波
産
業
会
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ

ル
変
更
対
策
岐
阜
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

０
１
２
０―

１
２
４―

８
２
０

　

受
付
時
間　

９
時
〜
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

水
稲
、
転
作
田
の
農
業
所
得
標
準
は
平
成

18
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
農
業
所
得
標
準
を
適
用
し
て
き
た

方
も
、
農
業
所
得
標
準
廃
止
後
は
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」

に
よ
り
所
得
金
額
を
計
算
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
記
帳
の
仕
方
や
収
支
内

訳
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　
９
月
16
日
（
金
）
10
時
〜
12
時

■
会
場　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

【
お
問
合
せ
先
】
大
垣
税
務
署　

個
人
課
税

　

第
１
部
門　

指
導
・
農
業
担
当

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
４―

７
８―

４
１
０
４

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

石
綿
�
取
扱
�
作
業
�
�
�
従
事
�
�

�
�
方
�
健
康
診
断
�
受
�
�
�
�
�

横
山
�
�
�
�
�
�
知
�
�

�

�
台
風
�
�
�
備
�
�
予
備
放
流

�
�

�
注
意
�
�
�
�
�
�
�

農
業
所
得
�
水
稲
�
�
確
定
申
告
�

�
�
皆
�
�
�

収
支
計
算
説
明
会
�
�
知
�
�

洪水を貯める
ことのできる量

予備放流イメージ
満水位

現在貯水位

予備放流水位下限

台風に備え水位を下げ貯め
られる量を十分に確保する 
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日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

役
場
農
林
振
興
課 

担
当:

三
輪

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
２―

２
１
１
１
（
内
線
１
９
１
）

※
下
刈
機
・
手
鎌
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

※
作
業
の
で
き
る
服
装
、
長
靴
、
タ
オ
ル
な

　

ど
は
各
自
で
準
備
願
い
ま
す
。（
軍
手
は

　

事
務
局
で
準
備
し
ま
す
。）

※
若
干
の
飲
料
水
は
用
意
し
ま
す
。

※
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

　

険
に
加
入
し
ま
す
。

　
「
谷
汲
黒
野
線
」
は
、
平
成
13
年
10
月
１

日
よ
り
、
名
鉄
谷
汲
線
の
廃
止
に
伴
い
、
鉄

道
代
替
輸
送
に
あ
た
る
た
め
、
名
阪
近
鉄
バ

ス
が
運
行
し
て
き
ま
し
た
。
運
行
開
始
当
初

よ
り
利
用
客
が
僅
少
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
時

の
臨
時
バ
ス
の
運
行
、「
谷
汲
山
」
へ
の
路

線
延
長
な
ど
地
域
と
共
同
で
利
用
向
上
策
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
４
月
に
黒

野
駅
ま
で
の
名
鉄
揖
斐
線
が
廃
止
さ
れ
る
に

至
り
、
名
阪
近
鉄
バ
ス
は
「
谷
汲
黒
野
線
」

の
廃
止
の
申
出
を
「
岐
阜
県
生
活
交
通
確
保

に
関
す
る
協
議
会
」
に
提
出
し
ま
し
た
。
今

後
路
線
廃
止
の
手
続
き
を
経
て
、
平
成
17
年

10
月
１
日
よ
り
「
谷
汲
黒
野
線
」
は
廃
止
に

な
り
ま
す
。

【
路
線
名
】
谷
汲
黒
野
線

【
運
行
経
路
】
谷
汲
〜
黒
野
駅
〜
大
野
バ
ス

セ
ン
タ
ー

【
廃
止
日
】
平
成
17
年
10
月
１
日
よ
り

【
停
留
所
】
揖
斐
川
町
内
（
谷
汲
山
、
谷
汲
、

結
城
、山
田
、長
瀬
診
療
所
前
、長
瀬
、赤
石
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
会
�
開
催

　

農
山
村
の
有
す
る
自
然
や
歴
史
文
化
、
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
営
み
に
触
れ
る
こ
と
で
、

農
山
村
や
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ

の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
て

く
て
く
ろ
ー
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
開
催
日
時　
10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
15
時（
受
付
９
時
〜
11
時
）

■
コ
ー
ス
名　
池
田
山
麓
田
園
風
景
お
楽
し

　
　
　
　

み
ろ
ー
ど

■
コ
ー
ス　
約
13
㎞
（
約
４
時
間
）

　
　
　
　

大
津
谷
公
園
（
願
成
寺
古
墳
群
）

↓
霞
間
ヶ
渓
公
園
↓
西
濃
用
水
大
垣
分
水
↓

池
田
町
役
場
（
み
の
池
田
ふ
る
さ
と
祭
り
）

↓
大
津
谷
公
園

■
集
合
場
所　
大
津
谷
公
園（
池
田
町
宮
地
）

■
参
加
方
法　
参
加
費
無
料　

予
約
不
要

■
そ
の
他　
　

池
田
町
「
み
の
池
田
ふ
る
さ

と
祭
り
」
へ
の
立
ち
寄
り
も
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
西
濃
地
域
揖
斐
農
林
商
工

事
務
所
ま
た
は
西
濃
地
域
農
山
村
整
備
事
務

所Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５―

２
３―

１
１
１
１
（
内

線
２
２
２
、４
０
６
）

　

県
で
は
、
地
域
再
発
見
交
流
促
進
バ
ス
事

業
と
し
て
、
中
山
道
馬
籠
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
30
日
（
日
）　

　

出
発　

午
前
８
時
00
分　

揖
斐
総
合
庁
舎

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分　

西
濃
総
合
庁
舎

　

到
着　

午
後
５
時
00
分　

西
濃
総
合
庁
舎

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分　

揖
斐
総
合
庁
舎

■
行
き
先　
中
津
川
市
馬
籠
宿
、
恵
那
市
大
井
宿

■
定
員　
80
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
資
格　
県
内
に
在
住
す
る
小
学
生
以

　

上
の
方
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
料　
無
料
（
各
資
料
館
、
美
術
館
お

　

よ
び
昼
食
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
申
込　
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
５
名

ま
で
）
に｢

中
山
道
馬
籠
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加

希
望｣ 

と
明
記
し
、
参
加
者
全
員
の
住
所･

氏
名･

年
齢･

性
別･

電
話
番
号･

出
発
希
望
場

所
（
西
濃
総
合
庁
舎
ま
た
は
、
揖
斐
総
合
庁

舎
を
明
記
）
を
書
い
て
、10
月
３
日
（
月
）（
消

印
有
効
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込･

照
会
先　
西
濃
地
域
揖
斐
農
林
商

工
事
務
所
産
業
労
働
課　

〒
５
０
１―

０
６
０
３　

揖
斐
郡
揖
斐
川

町
上
南
方
１―

１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
５
８
５―

２
３―

１
１
１
１　

内
線
２
２
３

■
日
時　
９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
11
時
30
分（
小
雨
決
行
）

　
　
　
　
（
受
付
は
９
時
30
分
〜
10
時
）

■
場
所　
谷
汲
天
皇
林
周
辺
（
山
東
本
巣
線

　

沿
）
集
合
場
所
は
、
道
の
駅
夢
さ
ん
さ
ん

　

谷
汲

■
申
込　
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
９
月
９

町税などの納期限のお知らせ

　８月31日（水）は、町（県）民税（２期）、国民健康保険税（４期）、介護保険料（３期）
の納期限です。
　９月30日（金）は、国民健康保険税（５期）の納期限です。

　納め忘れのないように、早めに納めましょう。
　また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願
いします。

地
域
再
発
見
交
流
促
進
�
�

中
山
道
馬
籠
�
�
�
�
�
参
加
者
募
集

�
全
国
植
樹
祭
西
濃
�
�
�
�
�

会
場
付
近
�

下
草
刈
�
�
�
�
�
�
�
参
加
者
募
集

名
阪
近
鉄
�
�
�
谷
汲
黒
野
線
�

廃
止
�
�
知
�
�
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